

























































































平成15年度 4,400,000円 0 4,400,000円
平成16年度 4,OOO,OOO円 0 4,OOO,OOO円
平成17年度 4,500,000円 0 4,500,000円
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8
かし1979年にツェヴェーンドルジが報告したのは14個の鹿石であり、我々も1997年に踏査に訪れ
た時以来、14個の鹿石しかここでは見ていない。第15号鹿石が行方不明になっていたのである。と
ころが今回ムルンのフブスグル｡アイマク博物館に鹿石があると聞いて見せてもらうと、それが第15
号鹿石であることが判明した。現在2片あるが、上部と下部が欠け、中部にも欠失部がある。ヴォル
コフ・ノヴコロドヴァによると、この遺跡で最も美しい鹿石とされていたのに、まったく残念なこと
である。
また鹿石の破片が1点新たに発見された。しかし小さすぎて、図像のどの部分に当たるかは不明で
ある。
6.今後の課題
平成15年度から17年度にかけて第1号へレクスルと第12号へレクスルを調査した結果、ヘレ
クスルが墓であることは、ほとんど確実になったといってよいであろう。また鹿石附近のストーン
サークルから、ヘレクスルに付属した石堆と同様の儀礼で埋納された馬頭骨と頸椎が出土すること
は1999年に既に知られていたが、その調査例を増やし、さらに確実にすることができた。これに
より、ヘレクスルおよび鹿石がほぼ同時代のもので、恐らく同じ人々によって営造されたことは立
証されたと考える。ただ、ヘレクスルが確かに墓であったといっても、何故人骨が見出されない例
があるのか、さらに研究しなければならない。
調査の結果、今後明らかにするべき課題として現われてきた大きな問題が幾つかある。その一つ
は第1号へレクスルの積石塚南側縁辺において出土した鹿石の問題である。これは遺跡南部に立て
られた鹿石とは型式を異にしており、小型、粗雑で鹿の図像もなく、単に円形が刻まれているに過
ぎない。しかしこれはヘレクスルに付属したものであり、当然同時期であろう。すると、遺跡南側
の鹿石とも、型式は異なるとはいえほぼ同時期の産物ということになる。ヘレクスルの傍らにこの
種の鹿石が伴う例は、我々の巡検においても数例確認されており、またアルタイにおいても出土例
がある。2つの型式の差が何を意味するのか、さらなる類例の増加を待って判断したい。
これに関連して、今までに発見された鹿石のデー タを保存することも必要であろう。1999年に
全ての鹿石の全面の拓本が採られているが、それとは別に現状記録として三次元のデータをデジタ
ル化して残しておくことも必要と思われる。この遺跡はモンゴルでもよく知られた遺跡であり、観
光地にもなりつつあるので、急速に破壊が進むことが懸念される。早いうちにその作業を行わなけ
ればならない。
平成17年度に調査した第7号鹿石附近では、発掘の結果、かなり大型になると思われる石堆の
存在が明らかになった。この遺跡では後世の地層の堆積は全体にきわめて薄いと考えていたが、こ
の場所では意外に厚く、鹿石とストーンサークルや石堆が築造された当時の景観が、現在とはかな
り異なったものであった可能性がある。鹿石附近に築造されたストーンサークルや石堆については
他に報告が数例あるものの、それらはほとんどが現在の地表からの観察や図である。構築面まで発
掘した形で、元来どのような状態に営造されたかを調査した例はない。鹿石遺構の意味を探る上で
これは必須のことであろう。次の機会を与えられれば、その調査を継続したい。
またオラーン・オーシグ山を囲んで、併せて10箇所にのぼるヘレクスル群があることが、1999
年の一般調査によって明らかになっている。2003年度の科学研究費補助金の申請時には、その全
体の測量を考えていたが、これにはかなりの時間と人員が必要であり、今までその機会を得なかっ
た。しかしこの地域の青銅器時代の全体像を明らかにするために、必要な作業であることは確かで
ある。
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